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要 旨

新 潟 大 学 医 商学総合病院での リハビリテ-ション診療室は平成 18年 1月に旧西館 1階の理

学療法部から,新館東館 2階に移転し,それに伴い ｢総合リハビリテ-ションセンター｣に名

称を変更した.本名称に変更した理由は旧理学療法部で行っていた身体機能及び高次脳機能障

害に対するリハビリテーションに加え,呼吸リハビ リと摂食嘩ドリハビリを加えたことによる.
平成 19年度には年間延べ29,471名にリハビリ診療を行い,その数は平成 13年の約2倍になっ

ている.疾患別患者数の割合はリウマチを含む骨関節疾患が最も多く,次いで脳疾患,脊椎 ･脊

髄疾患,神経筋疾患,廃用症候群を含めた内科的疾患,切断,小児疾患と多岐にわたる.平成 19

鮮度 リハビリ延べ患者数の診療科別の割合は整形外科 (350/a),神経内科 (26%),脳外科

(10%),第2内科 (7%)の順番になっている.

特定機能病院である当院からのリハビリ紹介患者は近年,剛 夏期病棟を持つ病院への転院が

多くなりつつある.平成 19年度では脳血管障害新潟地域連携パスの参加施設であるみどり病院

への転院が26名と最も多く,こぼり病院へは22名,新潟リハビリテーション病院へは20名と

3病院の総数で全体の l/4を占める.

今後の展望として,新潟県唯 ･の大学病院として,増加しつつある患者への十分なリハビ リ

診療を行うため,リハビリ医を含めたリハビリスタッフを増員すること,新潟県におけるリハ

ビリ医学の発展のため, ｢新潟リハビリテーション研究会｣を中心に勉強会,研究会を活発に

開催すること,さらに教育の充実,研究の推進を行う必要がある.

キ-ワ-ド:リハビリテ-ション医療 (Rehabilitationmedicine),新潟 大学医歯学総翻病院

(NiigataUniversityMedieaまandDenta用 ospital),総合リハビリテ-ションセンタ

- (RehabilitationCenter),新潟リハビリテ-ション研究会 (Ni短ataSoeie好for

Rehabilitationmedicine)

は じ め に

新潟大学医学部附属病院,理学療法部は昭利 50

年 iO削 二整形外科所属の理学療法室から独立 し,

中央診療部門として,開設以来,昭利54年 4月に

は新潟大学病院のはぎ西病棟 i階にリハ ビリ診察

塞,理学療法室,水治療室,作業療法室,ADL室,

小児プレイルーム,言語治療竃,訓練用の トイ

レ ･風呂場が完成 した.その後,現在の新潟大学

区歯学総合病院,総合 リハビリテ-ションセンタ

ーは着目理学療法都 1)が平成 18年 1月に東館 2階

に移転 し,それと同時に名称を変更 した.以前ま

で備えていた理学療法 (Fr)憲,作業療法 (OT)

宴 , 言 語 聴 覚 (ST)室に加え,摂食樵下 リハビ リ

室 と 呼吸 リハビリ賓を併設 し,総床面積は704m2

と 国立大学法人附属病院の中でも広いリハビリ妾

となっている.

新潟県内で曜日心の医 ･歯学部の附属病院である

当院の総合 リハビリテーションセンタ弓 ま新潟県

におけるリハビリテーション医療の発展,さらに

リハ ビリテ-ション医療に関係する人材育成, リ

ハビリテーション医のレベルアップを図っていく

必要がある.そこで,新潟大学医蘭学総翻 毒院総

合 リハビリテーションセンタ-の現況と今後の展

望について報告する.

新潟大学医歯学総合病院

総合リハビリテーションセンターの診療概要

平成 19年度の総合 リハ ビ リテーションセンタ

ーでの リハビリ施行患者数は まか月平均2,456名

で,年間延べ 29,471名にのぼる.年度毎のリハビ

リ施行患者数の推移 をみ ると平成 13年度 は

15,899名だったのに対 して,平成 19年度は約2

倍に増加 している.平成 且9年度の疾患別患者数

ではリウマチを含 む 骨 関 節 疾 患 が 409名,脳卒中



新潟県におけるリハビリテ-ション診療の問題点と今後の展望

国 l リハビリ延べ患者数の年度別推移

耳鼻咽喉科 1%

守捗成外科 2%
第一内科 3%

泌尿器観 1%

麻酔拳を頂%

申児科 1%
その他

1%

図2 平成 19年度リハビリ延べ患者数の各診療科別割合

とその他の脳疾患 ･脳外傷が且07乳 脊髄損傷と

その他の脊椎 ･脊髄疾患 2)が107名,神経筋疾

患が92名,呼吸 ･循環器疾患が69名,脳性麻輝

を含む小児疾患が9名,切断が6名,その他が

210名となっている.平成 18年から,新たに開始

した呼吸リハビリ患者も平成 19年度では420名,

平成且7年から開始した摂食嘆下リハビリ患者は

平成19年度には2,969名となり,両方のリハビリ

共に増加の一途をたどっている.平成 18年度に

比して,平成 19年度の患者数が減った理由は作

業療法士が4名から2名に減員したこと,さらに
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理学療法士1名が年度途中で退職したことによる

(図1).

また,院内の各診療科の平成 19年度リハビリ

施行延べ患者数の割合を図2に示す.最も多い科

は整形外科で35%を占め,以下,神経内科26%,

脳外科10%,第2内科70/Oの順となっている.そ

の他の科からの割合は少ないものの,院内のほぼ

全診療科からの依頼を受けていることが特徴であ

る.

医師スタッフとして,平成 18年 4月からは常

勤リハビリ医が1名に減員したため,剛 寺期より,
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新潟リハビリ病院 6名 ･県立瀬波病院 6名

図3 平成 17年度の病院別リハビリ転院患者数

臨床経験豊富なリハビリ専門医を特使准教授とし

て学外から採用し,日々の診療を援助していただ

いている.週に半日程度で脳疾患患晋か中心とし

て訂祭Lていただき.))J､とりゴーJL.り′､とり

アプロ-チ,補装具の選定などのアドバイスを受

けている.また,平成 18年 1月からは看護師長が

地域保健医療推進部との兼任で,当センターに配

属されている.これにより,医療的処置 (酸素吸

入,気管内分泌物の吸引,点滴,フォ- レの管理,

バイタルサインの確認等)の必要な患者 の リハビ

リセンタ-でのリハビリが可能になっている.ま

た,リハビリ患者の増加に対応すべく,平成20年

度からは言語聴覚土2名を増員し,理学療法士7

塞,作業療法土4名∴言語聴覚士 4名体制になっ

ている.さらにリハビリセンタ-内のスタッフと

して,摂食膝下 リハビリ部門の非常勤歯科医5名,

呼吸 リハビ リ部門の 非 常 勤 内 科 医4名も参加して

いる.

特定機能病院としての当院から他院への

リハビリ転院患者の動向

当院は特定機能病院として,県内外からの紹介

患者を受け入れ,急性期医療および難治性疾患の

診断,初期治療を行った後に他院へ逆紹介するこ

とがその役割である.リハビリテ-ション診療に

おいてもその役割を担っている.

平成17年度には古くからの関連施設であるこ

ぼり病院への転院が34名と最も多く,続いてみ

どり病院 旦4名,西新潟中東病院8名となってい

た く図3).平成 18牛度にはこぼり病院への転院

が33名,みどり病院への紹介数が増加し,24名

となり,続いて佐渡総合病院 (lo宅),信楽園病

院 (10名)となっていた (図 4).平成 19年度に

は 脳 血管障害の紹介患者の増加に伴い,回復期病

棟 3)を充実したみどり病院が 1位となり,26名

の紹介を行った事2位のこぼり病院は23名と減少

し,3位にはやはり蔓鞘短期病棟を持っている新潟

リハ ビリテーション病院が増加 し,20名となっ

た,平成 旦9年度には県内外のあらゆる病院へ紹

介している (図5).しかし,これらのデータはあ

くまでも,当院でリハビリテ-ションを施行し,

転院先でもリハビリの継続が必要なため,紹介状

を作成した患者数を示し,リハビリが ‡ミな転院の

目的とは限らない.

さらに各転院先病院の年次別転院患者数の推移

を図6に示す.みどり病院や新潟リハビリ病院の

ような回復期病棟を充実した病院の転院患者数が

年々増加している.信楽園病院へは透析とリハビ

リの両者とも必要な患者の転院が増加している.
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浦山宮尾病院 8名

こぼり病院 33名

みどり病院 24名

佐渡総合病院 10名

信禁固病院 10名

白根健生病院 9名

西新潟病院 9名

臨港病院 9名

戸病院 8名

新潟リハビリ病院 8名

図4 平成18年度の病院別リハビリ転院患者数

みどり病院 26名

他計 89名

4名
見附市民病院 南部郷病院
県立小出病院 西新潟中央病院
佐渡鮫魯病院 蘭病院
三条総魯病院 荘内病院
白根大通病院 北越病院
由穏健藍病院

こはり病院 22名

新潟 リハビリ

病院 2〔)名

.信楽園病院 17名

臨港病院 10名

ー木戸病院 7名

西新潟病院 7名

桑名病院 5名

図5 平成 19年度の病院別リハビリ転院患者数

今後の展望

1.リハビリ医を含むリハビリスタッフの増員

平成21年 10月の救命救急センタ-の開設に伴

い,リハビリ対象患者の増加が予想される.三次

救急対応に伴い,四肢の骨折などを含めた多発外

傷や,脳卒中などの患者の増加が予想されること

から,リハビリスタッフの増員を要望 していく予
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窪である.リハビリスタッフの充実と早期からの

リハビリテ-ション介入 4)は急性期病院の産院

目数の短縮に寄与すると考えられる5).

2.新潟県におけるリハビリテーション医学の発展

当院の総合 リハビリテ-ションセンタ-内には

新潟 リハビリテ-ション研究会 (http://ww軌

ned.niigata-u.ac.jp/reh/index.htm旦)の事務局が
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信楽園病院
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図6 各転院先病院の年度別リハビリ転院患者数

あり,専任の秘書が遇2胃勤務している.県内外

の各種シンポジウム,勉強会 (原則第----月曜日の

午後7時から,みどり病院にて開催),研究会 (午

1回 10月に開催,平成 21年は 10月2魂目 (i二)

の午後から開催予定)の企画,運営を当事務局で

行っている.特に平成 20年に,｢新潟 リハビリテ

-ション研究会｣は会発足 10周年を迎え,記念

誌伊)発刊を議事一画しており,現在各会員から原稿を

収集車である.

3.教育.研究の推進

り,優れた医療人を育てる教育機関でもある.医

学部学部生,前期,後期研修医,及びリハビリ療

法士の研修を積極的に受け入れる必要がある.ま

た,リハビリ関連の地方会や全図の学会に向けて

の学会発表,さらには論文として発信 していく必

要がある.
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